
市県民税申告書作成システム使い方マニュアル 
 

※申告書は両面印刷で印刷し提出していただきますよう、ご協力お願いします。 

 

内容を確認の上、同意ボタンを押してください。 

 
 

税額試算/申告書作成ボタンを押してください。 

 

 

まず申告者の生年月日を入力してください。 

 



 

令和２年中（１月１日～１２月３１日）の収入内容に応じて、以下の対応する番

号を確認してください。 
 

 

① 令和２年中（１月１日～１２月３１日までの間）に収入がなかった方 

（障害年金、遺族年金のみの方も含みます。障害・遺族年金は税法上、非課税所得のた

め、収入は０として扱います。） 

② 令和２年中（１月１日～１２月３１日までの間）に給与収入があった方 

③ 令和２年中（１月１日～１２月３１日までの間）に年金収入があった方 

④ 令和２年中（１月１日～１２月３１日までの間）に給与・年金以外の収入があった方 

⑤ よくある控除の入力の仕方 

⑥ 市県民税額の試算 

⑦ 申告書の出力の仕方 

 

※給与と年金など複数の収入があった方は、該当するすべての項目のマニュアルに従って、

すべての収入について入力して下さい。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



①令和２年中に収入がなかった方の入力 

 

住所、氏名等を入力してください 

 

収入がなかった理由を１つ選択し、申告書作成ボタンを押してください 

 

 



②令和２年中に給与収入があった方の入力 

 

入力フォームが源泉徴収票と同じなので、源泉徴収票通りに入力してください 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



源泉徴収票が複数ある方はこちらを押してください 

 

最大で４枚まで入力が可能です。 

 

源泉徴収票に未記載の控除を追加する場合（医療費控除など）控除入力を押してください 

 

よくある控除の入力方法は⑤をご覧ください。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



③令和２年中に公的年金収入があった方の入力 

 

入力フォームが源泉徴収票と同じなので、源泉徴収票通りに入力してください 

 

 

 

 

 

 



源泉徴収票が複数ある方はこちらを押してください 

 

最大で４枚まで入力が可能です。 

 

源泉徴収票に未記載の控除を追加する場合（医療費控除など）控除入力を押してください 

 

よくある控除の入力方法は⑤をご覧ください。 

 

 

 

 



④令和２年中に給与・年金以外の収入があった方の入力 

 

 

ご自身の該当する所得を入力してください。 

例） 農業所得がある場合 農業収入（売上金額）と経費を入力してください。 

 

 

例） 雑所得（個人年金等）がある場合 

生命保険会社から届いた通知に記載してある収入金額と経費を入力してください。 

 

よくある控除の入力方法は⑤をご覧ください。 



⑤よくある控除の入力の仕方 

◆医療費控除 

明細入力のラジオボタンを選択し、明細入力を押してください 

 

 

医療費通知がある場合は『１ 医療費通知に関する事項』に金額を記入してください。 

領収書を集計して明細書を作成する場合は『2 医療費（上記１以外の明細）』に、医療を受

けた人ごと、病院ごとに金額を合計し(1)～(5)の項目を入力して下さい。 

 

明細書に入力し入力完了を押すと医療費控除の金額が自動計算されます。 

また、入力した医療費控除の明細書を印刷し、申告書提出時に添付してください。 

 

 

 

 



医療費明細書を手書きで作成される方は合計入力のラジオボタンを選択し、支払医療費と

保険等の補填額を入力し、作成した手書きの明細書を申告書提出時に添付してください。 

 

 
 

 

◆社会保険料控除 

 

源泉徴収票に記載されている社会保険料控除以外の社会保険料の支払額がある場合、

該当箇所に入力をしてください。 

 
 

 

◆生命保険料控除 

 

生命保険会社から届く控除証明証を確認し、ご自身の契約が新制度なのか旧制度なのか

をチェックしてください。 



対応する新・旧制度、保険の区分ごとに入力してください。 

 
 

 

◆配偶者控除 

 

配偶者の有無のラジオボタン『有』を選択してください。 

生年月日や収入金額・所得金額を入力して下さい。 

 



◆扶養控除 

 

扶養している方の年齢に応じて、一般、特定、老人、１６歳未満に分類してそれぞれの人数

を記入してください。 

 
 

 

◆寄付金控除 

 

寄付金受領証明に記載してある金額を対応する箇所に入力してください。 

申告書を提出する際は寄付金受領証明書を添付してください。 

 
 



⑥市県民税額の試算 
 

『税額試算』ボタンを押すことで市県民税額の試算結果、ふるさと納税の限度額（目安）、所

得税の確定申告が必要かどうかを確認することができます。 

 
 

住民税額の試算結果 

 
 

ふるさと納税の限度額試算結果を確認 

 
 

所得税の確定申告が必要かどうかも確認することができます。 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



⑦申告書の出力の仕方 
 

⑥の手順で税額試算後、『申告書を作成する』ボタンを押してください。 

 
 

ご本人様情報を入力してください。 

 
 

『申告書作成』ボタンを押してください。 

 
 

入力内容に不足がある場合 

 

表示例です 



入力内容に不備や不足がある場合、入力エラーが表示されます。エラー内容に従って入力

を続けてください。エラー画面の下に、入力が必要な場所がピンク色で強調表示されます。 

 

例）障がい者控除の申告をされる場合 

  手帳の種類、等級を入力し、手帳のコピーを申告書に添付して下さい。 

 
 

例）扶養親族がいる場合 

  扶養している家族の氏名、続柄、生年月日、状況等を入力して下さい。 

 
 

 

入力エラーをすべて解消すると以下の画面が表示されますので、申告書をダウンロードして

ください。 

医療費の明細を入力している方は、入力済の明細書をダウンロードすることができます。 

医療費の明細を入力していない方は、白紙の明細書をダウウンロードすることができます。 

 
 

ダウンロードした申告書等をご自宅のプリンターで印刷してください。 

※申告書は両面印刷で印刷してください。 

ご自宅にプリンターがない場合はコンビニでも印刷することが可能です。コンビニでの印刷

方法は別マニュアルを参照してください。 

 

注意 このシステムに入力するだけでは申告は完了しません。 

申告書を印刷し、市民税課に郵送で必ず提出してください。 
 


